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固体相には4層秩序の低温相 (aβ:γG相)と､ 2層秩序の高温相 (αβ相 )が存在する｡
またこの 2つの積層秩序相の間の相転移は 1次相転移であることが我々の最近の研究によ
って明らかになっている 【1】｡そこでこの積層転移の時間的発展を､放射光を用いた時
間分解X線回折実顔か ら明 らかにした｡ 【2】
近年 1次相転移の時間発展に関する研究が理論{-実験二両両から瀦 発に行われており､
その結果､系の非平衡状態から熱平衡状憩への綬和過程においても.スケー リング及びユニ
バーサリティが成立することが明らかになってきた 【3】 ｡ ユニバーサリティは糸の次元
(1,秩序変数が相転移の前後で保存されるかされないか,及び基底状態の縮重度pに依存
し､我々が実験を行ったステージiRb黒鉛層間化合物の積層転移jごつiヽて は 1次元非保
存系 (p=2)と考 えられる｡それはこの積層転移がRb層が 2層毎まとまって面に平行
移動することによって実現し､2層をまとめると､ABAB積層とAAAA積層 (A= α
β, B=γ∂)の間の相転移と見なすことがで き､これはAをスピン上向 き､Bをスピン
下向きと仮定すれば､ 1次元イジング系における反強磁性的配列と強磁性的配列との問の
榊転指と対応させて考えるととができるか らである｡
凹 1は時間 t=0で､Rbの蒸気圧PRbを相転移点を越えて減少 させた後のⅩ線回折 ス
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における ドメイン成長過程について ドメインサイズの対数的成長が報告されており 【6】､
川嶋 ･長井らはこれを指数関数申な引力相互作用を持つ 1次元キンク型 ドメイ予モデルに.′た.
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な変化はなく､スケー リングが成立 していることがわかる｡スケー リング関数はSqua
red Lorentzian (図中実線で示 している)に一致することがわかった｡最
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